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記
念
す
べ
き
、
市
制
60
周
年
を

迎
え
ま
し
た
こ
と
を
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
祝
福
し
、
喜
び
を

分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
29
年
９
月
１
日
に
１
町
８

ケ
村
が
合
併
し
、
福
井
県
下
で
６

番
目
の
市
と
し
て
勝
山
市
が
誕
生

し
て
か
ら
、
早
や
60
年
の
歳
月
が

流
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
社
会
基
盤
の
整
備
、

市
民
福
祉
の
充
実
、
教
育
文
化
の

振
興
、
産
業
経
済
の
発
展
等
大
き

く
躍
進
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
着
実
な
歩
み
は
、
そ
の
時

代
の
厳
し
い
社
会
情
勢
や
経
済
環

境
の
中
で
、
豊
か
な
郷
士
づ
く
り

に
邁
進
さ
れ
、
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
先
輩
の
方
々
や
市
民
の
み
な
さ

ま
方
の
ご
努
力
の
結
果
で
あ
り
、

改
め
て
、
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
厳

し
い
社
会
情
勢
の
中
で
、
行
政
と

一
体
と
な
っ
て
難
局
を
切
り
抜
け

る
た
め
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

社
会
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、

循
環
型
社
会
の
構
築
と
自
然
と
の

共
生
、
高
度
情
報
化
の
進
展
な
ど

社
会
環
境
の
変
化
が
、
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、「
小

さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
誇
り
と

活
力
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
勝
山
」

を
目
指
す
べ
き
ま
ち
の
姿
に
掲

げ
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
推
進

を
基
本
政
策
の
軸
に
据
え
て
、
市

民
の
み
な
さ
ま
が
主
役
と
な
っ

た
、
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り

と
あ
わ
せ
て
、
環
境
、
福
祉
、
産

業
、
教
育
な
ど
幅
広
い
分
野
の
政

策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多

様
な
価
値
観
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
た

「
選
択
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
」、「
誰

も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ

れ
ら
の
施
策
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
の
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

お
祝
い
の
言
葉

　
　
　

勝
山
市
議
会
議
長

倉
田　

源
右
ヱ
門

　市制施行60周年おめでとうご
ざいます。私は北郷町の出身で、
我が家の玄関を出ると「鷲ヶ岳」
が迫ってくる。この山が私に多
大な精神的忍耐力を育ててくれ

ました。
　私は読売新聞社に入社。働きながら大学に通い、
卒業後は県の販売担当員として地元紙や全国紙と
熾烈な“増紙”戦を展開し、松竹芸能社等とイベ
ントを積極的に企画し部数を大きく伸ばすことが
できたたことを思い出します。
　いまの勝山には、恐竜博物館、越前大仏、勝山
城博物館、ゆめおーれ勝山などがあり、施設は相
当整備されています。私は、これからの勝山はもっ
と観光に力を注ぐべきだと感じました。それには
先ず「宣伝力」と積極性が第一です。例えば、福
井県が開発した「コシヒカリ」、福井県が提唱した
「ふるさと納税」の特典などに、工夫が欲しいもの
です。
　「ふるさと納税」は毎年行っていますが、今年は
地元の要望に応え、鷲ヶ岳に桜の樹を植えてもら
い、将来老若男女の親睦の場になればと思います。
　最後に、第88回関西勝山会総会には山岸市長を
迎えて、初の「勝山物産展」を開催し、勝山市を
アピールする予定です。
　勝山市民の皆様の益々のご健勝を祈念いたします。

　市制施行60周年おめでとうご
ざいます。
　私が先ず思い出されることは、
市制記念支所訪問駅伝に出場し
たことです。北谷の北六呂師か
ら野向町の薬師神谷大橋までが自分の区間でし
た。当時は16歳で勝山高校の1年生でした。たす
きの中継点では、薬師神谷地区の皆さんが大勢で
応援していただいたことを、大変懐かしく思い出
しました。
　その2年後、18歳の春に卒業と同時に東京へ。
あれから今年で58年目を迎えましたが、「少年老
い易く学成り難し」とは誠にそのとおりだと感じ
ています。自分が何とか曲がりなりにも今日まで
来れたのは、ふるさと勝山とご先祖のおかげだと
感謝の気持でいっぱいです。誠にありがたいこと
だと思います。
　また、東京勝山会も昨年一足早く60周年記念総
会を11月11日に行い、山岸市長にもご出席いた
だいて盛大に祝うことができました。本年は10月
18日正午より61回目の総会を開きますので、多
くの方にぜひ参加いただけるようよろしくお願い
します。（会場は銀座ライオン6階クラシックホー
ル）
　結びになりますが、ふるさと勝山が益々ご発展
されますようご祈念申し上げます。

関西勝山会会長
　近藤　義親 氏

東京勝山会会長
　山内　高嘉 氏
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勝
山
市
制
施
行
60
周
年
に
寄
せ
て

　

本
年
9
月
1
日
に
勝
山
市
は
市

制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
節
目
の
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と

に
市
民
と
共
に
感
謝
し
、
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
29
年
９
月
1
日
に
、
旧
勝

山
町
を
中
心
と
し
た
１
町
８
ケ
村

が
大
同
団
結
し
て
合
併
し
、
勝
山

市
が
誕
生
し
て
か
ら
60
年
が
経
過

し
、
本
年
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。

　

勝
山
市
が
誕
生
し
た
当
時
は
、

戦
後
の
混
乱
期
か
ら
昭
和
の
高
度

成
長
期
へ
向
か
う
、
ま
さ
に
助
走

体
制
に
入
っ
た
時
期
で
、
日
本
全

体
に
将
来
へ
の
夢
と
希
望
が
み
な

ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
現

在
ま
で
日
本
は
世
界
に
冠
た
る
経

済
大
国
と
し
て
成
長
し
て
き
ま
し

た
。
勝
山
市
も
繊
維
産
業
を
基
軸

と
し
て
経
済
的
発
展
を
と
げ
、
現

在
で
は
恐
竜
博
物
館
、
は
た
や
記

念
館
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
、
白
山
平

泉
寺
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山
、
越

前
大
仏
、
勝
山
城
博
物
館
な
ど
の

多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
る
施
設
が

存
在
し
、
毎
年
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
有
数
の
恐
竜
化
石

発
掘
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
市
全
域

が
「
恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ

パ
ー
ク
」
と
し
て
日
本
ジ
オ
パ
―

ク
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

九
頭
竜
川
の
清
冽
な
流
れ
、
美

し
く
雄
大
な
加
越
国
境
等
の
山
並

み
、
ま
ち
な
か
に
ホ
タ
ル
が
飛
び

交
い
、
秋
に
は
全
国
的
に
激
減
し

て
い
る
赤
と
ん
ぼ
の
大
群
が
空
を

舞
う
な
ど
、
身
近
に
豊
か
で
貴
重

な
本
物
の
自
然
が
あ
り
、
世
界
的

な
経
済
誌
「
フ
ォ
ー
ブ
ス
」
に
お

い
て
世
界
で
9
番
目
に
ク
リ
ー
ン

な
ま
ち
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
市
長
就
任
以
来
、
市
民
の

皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
展

開
し
て
き
ま
し
た
「
ふ
る
さ
と
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
」を
理
念
と
し
た「
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」
に
基
づ

く
ま
ち
づ
く
り
は
、
ス
タ
ー
ト
か

ら
３
年
ご
と
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

し
な
が
ら
13
年
目
を
迎
え
、
こ
れ

ま
で
に
北
谷
の
鯖
の
熟
れ
鮨
や
、

野
向
町
の
エ
ゴ
マ
、
荒
土
町
の
炭

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
地
域
の
活
力
を
生
み
出
し

た
も
の
も
多
く
、
今
後
も
さ
ら
に

各
地
区
の
特
徴
を
活
か
し
た
新
た

な
展
開
と
、
市
民
団
体
に
よ
る
意

欲
的
な
取
り
組
み
な
ど
、
今
後
の

活
動
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
自
治
体
と
し
て
必

須
の
要
件
は
次
世
代
の
育
成
で

す
。

　

勝
山
市
で
は
、
全
国
で
も
数
が

少
な
い
全
小
中
学
校
が
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
に
加
盟
を
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ

教
育
を
実
践
し
て
お
り
、
ふ
る
さ

と
勝
山
へ
の
愛
着
と
誇
り
が
醸
成

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
英
語
教
育
強
化
拠
点
地

域
と
し
て
全
国
18
地
域
の
う
ち
の

１
つ
に
勝
山
中
部
中
学
校
と
そ
の

校
下
の
小
学
校
が
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
次
世
代
の
子
ど

も
た
ち
に
美
し
く
魅
力
あ
ふ
れ
る

勝
山
を
遺
す
べ
く
、
ま
た
、
誰
も

が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
を
目
指
し

「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
誇

り
と
活
力
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
勝

山
」
を
合
言
葉
に
市
民
の
皆
様
と

ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ごあいさつ
　勝山市長
　　山　岸　正　裕

　誕生日の思い出として、子どもの頃は余り
嬉しくなかったのを覚えています。
　というのは、自分の誕生日は、楽しかった
夏休みが終わった初日という気持ちから、1年
で最も嫌な日だったからです。
　その後、誕生日が偶然にも市制施行日であ
る事を知ってからは、とても光栄に思ってい
ます。
　私は、毎年夏になると九頭竜川へ鮎釣りに
出掛けるのを楽しみにしており、勝山市が20
年後も30年後もずっと、九頭竜川を始め、自
然豊かなまちであってほしいと願っています。

山　内　　真さん
＝毛屋町＝

　

勝
山
は
私
に
と
っ
て
の
第
２
の

故
郷
、大
好
き
な
ま
ち
で
す
。ゆ
っ

た
り
と
し
た
自
然
と
、
地
道
に
が

ん
ば
る
か
た
に
囲
ま
れ
、
あ
ま
り

物
が
あ
ふ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

好
き
で
す
。

　

自
分
が
い
つ
の
間
に
か
還
暦
。

し
か
も
勝
山
市
と
同
じ
誕
生
日
で

あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
が
、
ま

た
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
素
敵
に
歳

を
重
ね
ら
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

私も勝山市と
同じ誕生日！

私
も
勝
山
市
と

同
じ
誕
生
日
！

織
田　

佐
和
子
さ
ん

　
　

＝
郡
町
１
丁
目
＝

昭和29年9月1日


